
   

 

   

 

         2024 年度都市計画演習 1 班 最終発表 12 月 16 日 

正しいごみ出しのすゝめ 
班員：家城悠紀 浅川小鼓音 戸枝諒 石倉陽和 亀井結実 橋本凌 宮澤壮太 

 担当教員：甲斐田直子 TA：平林優希 

1. 背景 

近年つくば市では、「燃えないごみ」内のスプレー缶

やモバイルバッテリーの混入によるごみ収集車の火災

事故が発生し[1]、ごみ出しの分別ルールが守られていな

いことが問題になっている。そこで、筑波大学学生宿舎

や大学周辺アパートのごみ捨て場の様子を観察すると、

分別ルールのみならずごみ出しの曜日や時間なども守

っていない学生が多く、ごみ捨て場環境が悪化してい

る状況が見られた。以上より、つくば市のごみ問題を解

決するためには、まずは我々の居住する大学周辺のご

み出しの環境の改善から取り組む必要があると考えた。 

2. 目的 

筑波大学周辺のごみ問題の要因を明らかにし、ごみ

出し環境の改善方策を提案することを目的とした。 

3. 中間発表までの成果 

3-1 ヒアリング調査 

大学周辺のごみ問題の実態把握のために、ヒアリン

グ調査を実施した。大学内では学生生活課とグローバ

ルビレッジ管理事務室、大学外では不動産会社（ウォー

ク株式会社、一誠商事株式会社）を対象とした。その結

果、学生のごみ出しに関する現状として、「曜日・時間・

分別違反によりごみが放置されている」「近隣住民、清

掃業者からの苦情、市から注意の連絡が来ている」「宿

舎、グローバルビレッジではルール周知の機会が減少

している」といった意見を頂いた。 

3-2 アンケート調査 

筑波大学周辺のごみ出しのルールに関する現状の把

握、計画的行動理論の要素、および知識などの項目とご

み出しマナーの関係の調査のため、筑波大学生を対象

としたアンケートを実施した（表 1）。 

計画的行動理論とは人の行動に対して、どのような

要素が影響を与えるかを説明する理論であり、具体的

には行動することへの気持ちを表す態度、周囲からの

期待に対する気持ちを表す主観的規範、行動の難しさ

を表す行動コントロール感の 3 つがある（ SGS 総合栄

養学院、2016）[2]。 

表 1 アンケート調査概要 

実施期間 10/25-10/28 

実施対象 筑波大学生（全学群、大学院生） 

有効回答数 254 

●自由記述による意見 

 「地元とのルールの違いもあり、よくわかっていない」

など知識の不足が伺えた。 

●t 検定、重回帰分析結果 

表 2 重回帰分析  
 

曜日  時間  分別  

基本属性  

性別  

  

0.031  

  

0.056  

  

-0.013  

家賃  -0.003  0.025  0.120  

居住年数  -0.006  -0.042  -0.202**  

ごみ出し変数  

知識  

  

0.603***  

  

0.466***  

  

0.122  

他人のモラル  0.357***  0.311***  0.377***  

不便さ  0.106*  0.162**  -0.034  

重要性  0.186***  0.143*  0.155  

ゴミ捨て場評

価  

清潔さ  

  

0.004  

  

0.138*  

  

0.091  

マナー  -0.101  0.024  0.003  

仕切り  -0.065  -0.090  -0.049  

距離  -0.070  0.17*  0.168  

環境認識  

関心  

  

0.087  

  

0.15  

  

0.036  

補正 R^2  0.676  0.469  0.186  

アンケート結果に対し t 検定、重回帰分析（表 2）を

行った。これより、ごみ出しの曜日・時間・分別を自分

が守っているかは共通して、「他人」の行動が影響を与

えていることが分かった。また曜日・時間に関してはご

み出しに関する「知識」も影響していることが分かった。 

 

 



   

 

   

 

3-3 中間発表で集まった意見と実験調査の方向性 

(1) 日本人学生と留学生のごみ出しに違いがみられる

のではないか？→留学生の多いエリアも実験対象

地に含めることで、その違いを比較する。 

(2) ごみ出し時間は守っていないが、収集前にはごみ出

しをしている層がいるのではないか？→指定され

た時間ルールを守ることよりも、収集前にごみを出

し、きちんと回収されることに注目することとした。

そのため、「時間」について調査する際に、指定さ

れた 8:00 だけでなく、回収時間直前も計測を行う。 

3-4 介入実験調査概要 

 以上をふまえて、以下のように調査を分類した。 

表 3 調査概要 

調査項目 曜日・時間 分別 

実験項目 知識 他人 

対象 アパート 宿舎 

実施場所 春日 4 丁目 一の矢 

介入方法 ・ポスター掲示、

チラシ投函(知識) 

 

・ボックスの再配

置、分別表記の明確

化 

・透明なボックスの

設置（他人） 

※宿舎ではごみ出しの曜日・時間が決められていない

ため、一の矢学生宿舎では「分別」、アパートでは「曜

日・時間」の実験を行う。 

4. 介入調査「曜日・時間」 

4-1 調査概要 

 対象アパートは、不動産会社のヒアリングから得ら

れた情報をもとに、ごみ捨てマナーが悪いとされる春

日 4 丁目のアパート群 A、B とした。当該アパート群の

ごみ捨て場では種類毎に分かれ、中が見える網状の箱

が設置されていた（図 1）。また、アパート群 A は外国

人居住者が多いという特徴がある。 

 

図 1 ごみ捨て場の様子 

実験調査は合計 3 週間行った。最初の 1 週間は実態

把握のため介入せず、その後の 2 週間はチラシ配布（図

2）ポスター掲示（図 3）を行い、介入後の効果を検証

した。調査期間中は毎日、8:00、11:40、18:00 にごみ捨

て場のごみ袋の数を種類別に計測し、介入による効果

を調べた。 

4-2 結果 

ここでは(回収日 11:40 のごみの数量)-(回収日前日の

18:00 のごみの数量)を”時間を守って出されているごみ”

と定義する。アパート群 A では介入の効果はみられな

かった。アパート群 B では燃やせるごみやプラスチッ

クで、時間を守って出されるごみの割合が増えた(図4)。

t 検定ではアパート A、

B ともにベースライ

ンと介入 1 週目、介入

1 週目と介入 2 週目、

ベースラインと介入

2 週目のどれも有意

な結果は得られなか

った。 

5. 介入調査「分別」 

5-1 調査概要 

 一の矢学生宿舎にある、燃

えないごみ置き場に仕切りの

ない 4 ヵ所のごみ捨て場を対

象とした。日本人居住エリア

にある 2 ヵ所のごみ捨て場を

それぞれ日本人①、日本人

②、留学生居住エリアにある

2 ヵ所のごみ捨て場を留学生

①、留学生②とする（図 5）。 

 日本人①、留学生①では、ごみ捨て場内にあった既

存のボックスを再配置（図 6）、分別表記の掲示による

図 5 宿舎実験対象地 

図 2 配布したチラシ 図 3 掲示したポスター 

図 4 アパート B の時間を守って 

出されている燃やせるごみの割合 

 



   

 

   

 

変化を観察する。日本人②、留学生②では、他者の行

動が分かりやすくなる透明ボックスの設置（図 7）、分

別表記の掲示による変化を観察する。これらに対し、

1 週間のベースライン評価期間と 2 週間の介入後評価

期間を設定し、介入による影響を調査した。なお、全

てのごみ捨て場の条件を揃えるため、介入日に清掃を

行った。 

 調査項目は、(1)分別ボックス利用率の調査、(2)ボッ

クス内のごみ混在率の調査の 2 つ。(1)では、全体のご

みのうち、分別ボックス外に捨てられたごみの割合を 0

から 9 の 10 段階で評価（0 ならばすべてがボックス内

にある）、(2)では、各分別ボックス・燃えるごみの袋の

山の目視可能な表面部分を観察し、他のごみの混在の

割合を 0 から 9 の 10 段階で評価している（0 ならば混

在していない）。 

5-2 結果 

 (1)ボックスの設置による影響、(2)影響の持続性、(3)

ボックスが透明かどうかによる影響、(4)日本人と留学

生での影響の 4 項目の調査のため、それぞれに対して t

検定を行った。 

(1)日本人①（既存）では、介入前後で 3 つの項目に正

の有意差がみられ、改善効果があったといえる。一方、

留学生①（既存）では、どの項目でも有意差が見られ

なかった。この傾向は、残りの 2 ヵ所でも同様であ

り、日本人には、設置による効果が現れたといえる。 

(2)日本人エリアでは、ベースラインと 1 週目、ベース

ラインと 2 週目で正の有意差が見られ、改善効果が

現れたが、ベースラインと 2 週目では有意項目は減

少していた。留学生エリアでは、3 日間ほどは介入効

果が見られたが、それ以降は元の状態に戻った。 

(3)日本人エリアでは、ほとんど

の項目で傾向はみられなかっ

た。また、留学生エリアでは、

多くの項目で透明ボックスの

設置は既存のボックスの再配置よりも分別率を減少

させるという結果が出た。これは、留学生②（透明）

において段ボールが大量に廃棄されていたという突

発的な要因による影響の可能性が考えられる（図 8）。 

(4)日本人①と留学生①、日本人②と留学生②両方の検

定において、ほとんどの項目で日本人の方が分別ル

ールを守っているという傾向がみられた。 

5-3 ヒアリング調査 

 介入 1 週間経過後に、ヒアリング調査を行った。日

本人学生からは、「以前に比べて中に入りやすく捨てや

すくなった」という意見があり、ボックスの設置だけで

はなく配置も重要であると分かった。また留学生から

は、「来たばかりの頃はルールを把握しきれておらず、

他の学生の分別行動を真似するように捨てている」と

いう意見があった。一方で日本での居住年数が長い留

学生は、ルールを把握している傾向が見られた。 

6. まとめ 

 アパート、宿舎での実験を踏まえ、「曜日・時間」「分

別」の t 検定の結果を考察し、ごみ出しマナーの改善の

ための施策を提案する。 

6-1「曜日・時間」の 単純集計、t 検定の考察 

・単純集計ではアパート群 B において、ポスター掲示、

チラシ投函の効果が見られた。 

・アパート群 A では効果が見られなかった。 

 原因としては、2-3 割の住宅でチラシがポストに残っ

ていたため、チラシ投函による介入が適切に行えてい

なかった可能性がある。また、今回のチラシはルールを

ある程度理解している日本人向けのものを英語表記し

たものだった。アパート A は外国人が多いので、文化

やごみ捨てに対する認識の違いも考慮が必要だった。 

・時間を守らずに出されている燃やせるごみの袋の数

を週ごとに t 検定を行ったが、どちらのアパートにも有

意な差は見られなかった。 

6-2「分別」の t 検定の考察 

・分別ボックスの設置は短期的な効果はあった。 

 これは、設置物に対する物珍しさの影響が考えられ

る。期間が経つにつれて飽きが生じ、ボックスの利用者

が減少し、短期的な利用に止まった可能性がある (宮井, 

2011) 

図 7 透明ボックス 図 6 既存ボックス 

図 8 大量の段ボール 



   

 

   

 

・透明な分別ボックスによる「他人の影響」の効果は得

られなかった。 

 透明であるが故に、異物が混入した際に人目に触れ

やすい状況になり、本来捨てるべきごみ以外の廃棄が

許されるという誤ったシグナルを与える可能性が考え

られる。これにより分別意識が低下してしまう(泉 , 

2015)[4]。 

6-3 提案 

●宿舎居住者向け 

(1) 入居前にごみ出しルールの説明会の開催。（つくば

市の分別ルールの紹介、ごみ捨て場内での分別の仕

方、粗大ごみ置き場を実際に案内） 

(2) 同じフロアに居住する人やコミュニティリーダー

との交流会の開催。（日本人・留学生ともに出身地

とつくば市の分別ルールと違うために戸惑う人が

多いこと、特に留学生は居住年数が長い学生ほど分

別ルールを理解している傾向があるため、お互いに

ルールを聞きやすい環境を整える。） 

(3)既存ボックスの再配置、分別表記の明確化 

●アパート居住者向け 

(1) アパート入居時のチラシ配布 

今回アパートの実験で作成したようなごみを出

す曜日・時間が書かれたチラシ（図 2）をアパート

入居時に配布する。これにより、宿舎や地元とアパ

ートではルールが違うという事をまずは認識して

もらう。またチラシに関して、特に外国人居住者が

多いアパートではチラシを英語表記するだけでは

なく、日本でのごみ出しの文化や基礎を伝えるよう

なものにする。しかし、チラシを配布するだけでは、

チラシの紛失やルールの忘却など短期的な効果し

か見込めない。 

(2) 電光掲示板の設置 

長期的に曜日・時間の感覚を身につけてもらうた

めに、ごみ捨て場に曜日・時間・ごみを出す種類が

毎日反映される電光掲示板の設置を行う。電光掲示

板はポスターと同サイズのものが 1 万 5 千円ほど

で購入でき、遠隔操作で情報を変更できるため、実

験のように毎日ポスターを変更する手間が省ける。

また不動産会社も現在導入を検討している点から、

設置による環境改善の実現可能性はある。 

 以上を通じて、筑波大学周辺特有のごみ問題に対し、

長期的に正しいごみ出しマナーを身につけてもらうこ

とで、ごみ出し環境の改善が見込まれる（図 9）。 

図 9 ごみ出しマナー改善の提案一覧 
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